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「
長
岡
花
火
」新

潟
営
業
所　

清
野
亜
矢
子

　

全
国
か
ら
多
く
の
観
覧
者
が
訪
れ
る
「
長

岡
ま
つ
り
大
花
火
大
会
」
は
、
秋
田
県
の
「
全

国
花
火
競
技
大
会
（
大
曲
の
花
火
）
」
、
茨
城

県
の
「
土
浦
全
国
花
火
競
技
大
会
」
と
並
ぶ

日
本
三
大
花
火
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
秋
田
と
茨
城
は
花
火
師
が
技
を
競
い
合

う
の
に
対
し
、
長
岡
の
花
火
は
「
慰
霊
・
復
興
・

平
和
へ
の
祈
り
」
を
込
め
た
大
会
で
す
。

　

そ
れ
は
そ
の
起
源
が
、
一
九
四
五
年
八
月

一
日
の
長
岡
空
襲
に
あ
る
か
ら
。
終
戦
後
の

四
六
年
八
月
一
日
に
空
襲
か
ら
の
復
興
を
願

う
長
岡
復
興
祭
が
行
わ
れ
、
翌
年
に
戦
争
で

中
断
し
た
花
火
大
会
が
復
活
、
四
八
年
か
ら

は
一
日
が
「
戦
災
殉
難
者
慰
霊
の
日
」
、
二
日
、

三
日
が
「
花
火
大
会
の
日
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
四
年
、
新
潟
県
は
水
害
、
豪
雪
、

中
越
地
震
と
い
っ
た
自
然
災
害
で
多
く
の
人

が
被
災
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
〇
五
年
か
ら
は

不
死
鳥
の
よ
う
に
蘇
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
込
め
た
花
火
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」
の
打
ち

上
げ
が
始
ま
り
、
こ
れ
は
全
国
各
地
の
災
害

な
ど
へ
の
祈
念
も
込
め
な
が
ら
現
在
も
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

超
大
玉
「
正
三
尺
玉
」
、
延
長
六
五
〇
㍍
の

ナ
イ
ア
ガ
ラ
、
尺
玉
百
連
発
の
米
百
俵
花
火

そ
し
て
開
花
幅
二
㌔
に
も
及
ぶ
「
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
」
な
ど
見
所
は
尽
き
な
い
花
火
大
会
で

す
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
を
受
け
戦
後
初
の
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
の
大
会
で
は
例
年
以
上
の
花
火
を
ぜ
ひ

多
く
の
方
に
見
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　東北の復興支援道路のひとつに位

置付けられている福島県の「相馬福

島道路（相馬市～伊達郡桑折町）」は、

県の太平洋岸（浜通り）と阿武隈地

域（中通り）を横断的に結ぶ総延長

４５.７ｋｍの自動車専用道路です。

　福島市と相馬市を結んでいる既存

の一般道・国道１１５号は多くの線形

不良個所や落石に備えての特殊通行

規制区間を抱えており、平成２７年に

も豪雨により道路の崩壊が発生して

一週間通行止めになるなど以前より

信頼性や速達性の面で改善の声が多

く寄せられていました。

　そのため平成１６年より新たな横断

道路の事業化が進められていました
施　主：東日本高速道路株式会社
　　　　東北支社
工事名：東北自動車道福島北
　　　　ジャンクション工事
施　工：戸田建設株式会社
商　品：多数アンカー式補強土壁

　　　　　　　　　　　　２,８１２ｍ２

　　　　ＥＤＯ-ＥＰＳ　２,４０７ｍ３

が、復興支援道路に位置付けられた

ことで整備が加速し、既に八割近い

区間が開通。本年８月２日には国道４

号と東北自動車道を接続する延長約

２ｋｍの供用も開始されました。

　この新区間のうち東北自動車道と

接続する「桑折ＪＣＴ」において、用

地内にランプを新設するにあたり岡

三リビックの「多数アンカー式補強

土壁工法」と「ＥＤＯ-ＥＰＳ工法」が

採用されています。

　本線を供用したままの工事とする

ため、土留めや地盤改良を併用しつ

つ掘削が本線に影響しないよう配慮

しての工事となりました ( 右図１)。

また補強土壁の補強材のための掘削

幅を確保できない区間に、地盤改良

が不要となる軽量盛土ＥＰＳ（壁面一

体型）を用いる ( 右図２) など必要に

応じて工法が使い分けられています。

　地域復興の期待を担う同道の全線

開通は目前、その迅速な整備には岡

三リビックの技術が貢献しています。

「相馬福島道路」と接続・桑折JCT
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ア
ッ
プ
ル
七
転
び
八
起
き

　　

ｉ
ア
イ

Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
を
開
発
し
た
先
端
的
イ
メ
ー

ジ
か
ら
近
年
は
イ
ケ
イ
ケ
の
ア
ッ
プ
ル
社
だ

が
、
そ
れ
は
数
多
く
の
失
敗
の
上
に
築
か
れ

た
も
の
で
も
あ
る
。
無
念
に
も
あ
だ
花
と
な
っ

た
製
品
群
を
い
ま
一
度
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

・
「
リ
サ
」　

一
九
八
三

　

マ
ウ
ス
操
作
や
ウ
イ
ン
ド
ウ
表
示
、
ゴ
ミ

箱
の
配
置
な
ど
ト
レ
ン
ド
を
先
取
り
し
た
パ

ソ
コ
ン
だ
っ
た
が
、
も
っ
さ
り
し
た
性
能
が

不
評
で
大
量
在
庫
を
抱
え
る
羽
目
に
。

・
「
ニ
ュ
ー
ト
ン
」　

一
九
九
三

　

世
界
初
の
携
帯
情
報
端
末
（
ス
マ
ホ
の
先

祖
）
。
し
か
し
任
天
堂
ス
イ
ッ
チ
相
当
の
サ
イ

ズ
に
重
さ
五
百
㌘
は
片
手
持
ち
が
厳
し
く
、

手
書
き
認
識
の
実
用
性
も
い
ま
一
歩
だ
っ
た
。

・
「
ピ
ピ
ン

ア
ッ
ト
マ
ー
ク＠

」　

一
九
九
六
（
バ
ン
ダ
イ
と
共
同
開
発
）

　

Ｍ
ａ
ｃ
Ｏ
Ｓ
を
ベ
ー
ス
に
ネ
ッ
ト
機
能
を
標

準
で
備
え
た
ゲ
ー
ム
＆
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
端

末
と
し
て
発
売
。
だ
が
そ
の
潜
在
力
を
活
か

せ
る
ソ
フ
ト
や
仕
組
み
が
揃
わ
な
か
っ
た
。

・
Ｍ
ａ
ｃ
互
換
機　

一
九
九
四

　

Ｍ
ａ
ｃ
Ｏ
Ｓ
を
他
社
に
も
供
給
す
る
戦
略
が

展
開
さ
れ
、
日
本
で
も
音
響
機
器
メ
ー
カ
ー

の
パ
イ
オ
ニ
ア
が
独
自
品
を
発
売
。
だ
が

九
七
年
に
ア
ッ
プ
ル
に
復
帰
し
た
Ｓ

ス
テ
ィ
ー
ブ・

ジ
ョ

ブ
ス
は
自
社
の
成
長
の
妨
げ
に
な
る
と
判
断

し
、
こ
の
手
法
は
撤
回
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
紆
余
曲
折
の
末
に
一
九
九
八
年
、

ア
ッ
プ
ル
社
は
ｉア

イ

Ｍ
ａ
ｃ
で
大
ヒ
ッ
ト
を
記
録

し
、
よ
う
や
く
健
全
な
経
営
を
得
た
。

　従来、港湾等で用いる築堤マットは亜鉛めっき鉄線

製のかごが主で、海域・汽水域での耐用年数は約３年

程度とされるため主に仮設用として使用されることが

多い資材でした。

　しかし、ポリエチレンアイオノマー被覆線材を使用

した「リーフマット」はより長期に活用できる製品と

して開発され、耐久性試験では５０年以上相当の数値を

実現。また柔軟性と剛性の両立により、自立可能な特

性を活かしてケーソン周辺の根固め工や漁礁・増殖礁

等にも利用することができるものとなっています。

　その秘訣は吟味された被覆材と心線の材質どうしの

強固な密着にあります。これにより亜鉛アルミ合金めっ

き鋼線の心線が保護され、錆の発生を極力抑えること

で長いライフスパンを実現しています。ひし形金網状

に加工された線材は適度な変形も受容し上部に根固め

ブロックなどが載っても破損することがありません。

　「リーフマット」は、鉄錆が常識であった様々な場面

においてメンテナンスコストを大幅に下げることがで

きる商品です。

人工リーフ、離岸堤、洗掘対策工、

増殖礁、ブロック吸出し防止、浜崖後

退抑止工など。

設置時の不陸への許容が大きく管理負

担を軽減化。また「N タイプ」は吊り

ワイヤロープが除去でき海中での作業

効率がより向上します。

中詰め材の空隙が生物の生息空間を創

出。また石灰藻が被覆線材に付着し磨

耗しにくくなり（上写真）、マイクロ

プラスチック化を防ぎます。

心線は引張強度１, ０００Ｎ / ｍｍ２以上

（従来の鉄線に比べ約２倍）の強度を

確保しています。

被覆と心線が強固に接着し、端部など

からの海水の浸入を遮断、錆の進行を

防ぎます。

低密度ポリエチレン被覆により、耐食

性、耐磨耗性、耐候性に優れ、耐久性

は５０年以上です。 

リーフマット6つの特長


